
 

市
で
は
、
市
役
所
本
庁
舎
等
の
建

設
を
検
討
す
る
た
め
「
安
曇
野
市
本

庁
舎
等
建
設
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
ま
す
。

　
委
員
会
は
、
市
役
所
の
本
庁
舎
等

の
建
設
に
つ
い
て
、
新
庁
舎
の
規
模
、

機
能
、
場
所
の
要
件
や
既
存
施
設
の

有
効
利
用
方
法
な
ど
を
広
く
検
討
す

る
委
員
会
で
す
。

　
そ
こ
で
、
公
募
委
員
と
し
て
参
画

し
て
い
た
だ
け
る
人
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

■
委
員
会
構
成
　

　
次
の
区
分
（
①
～
④
）
の
中
か
ら

市
長
が
25
人
以
内
で
委
嘱
し
構
成
さ

れ
ま
す
。

　
①
地
域
審
議
会
に
属
す
る
者

　
②
識
見
を
有
す
る
者

　
③
公
募
に
よ
る
者

　
④
行
政
関
係
者

■
公
募
人
数
　
５
人
（
予
定
）

■
応
募
資
格
　
安
曇
野
市
に
住
所
を

　
有
す
る
20
歳
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

　
次
に
掲
げ
る
人
は
除
き
ま
す
。

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

　
議
員

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方

　
公
務
員

③
市
の
附
属
機
関
な
ど
の
公
募
に
よ

　
る
委
員

■
任
期
　
平
成
19
年
10
月
か
ら
任
務

　
完
了
ま
で
の
間

■
応
募
方
法
　
本
庁
舎
総
務
課
ま
た

　
は
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課
窓
口

　
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
小
論
文
を
添
え
て

　
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
小
論
文
テ
ー
マ

　
「
市
役
所
の
本
庁
舎
等
建
設
に
つ

　
い
て
思
う
こ
と
」
（
様
式
自
由
・

　
８
０
０
字
程
度
）

■
応
募
期
限
　
８
月
31
日(

金)

必
着

■
選
考
方
法
　
選
考
委
員
会
に
お
い

　
て
、
申
込
書
お
よ
び
小
論
文
に
よ

　
る
書
類
選
考
を
行
い
ま
す
。

　
　
選
考
の
結
果
は
９
月
末
ま
で
に 

　
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎
等
建
設
検
討
委
員
会

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
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安曇野市本庁舎

応募先・問い合わせ

〒399-8205

　安曇野市豊科4932-46

　　安曇野市役所総務部総務課

　　　（℡71・2000　FAX71・5000）
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「市民憲章」（草案）
 「市民憲章」（草案）の作成に当たり、安曇野市のイメージや市民共通の目標、願いを表す言葉や

表現については、親しみやすさ、分かりやすさを基本に、和語を用いるとともに、市民の皆さんか

ら寄せられた言葉を組み入れながら、耳にやさしいものとするよう心掛けました。

　「市民憲章」（草案）は「前文」と「本文」から構成され、「前文」は市の特性やまちづくりの方向

を述べ、「本文」は「何々のまちをつくります」とし、安曇野市民の一員として将来にわたり、どう

行動するか（市民の立場を主体的に発揮するイメージ）を表現しました。また、各条とも「わたし

たちは」を主語としますが、唱和を容易にするため省略しました。

(前文）　

　安曇野市は、北アルプスの麓（ふもと）に広がり、美しい自然や豊かな歴史・文化に恵まれた

 まちです。

　わたしたちは、ここに生きる幸せと誇りをもって、お互いに尊重し合い、より住みよいまちを

 つくるために、この憲章を定めます。

(本文）

　一　自然を愛し、水と緑豊かなまちをつくります（※１）

　一　学ぶ心を育て、文化のかおるまちをつくります（※２）

　一　思いやりを大切にし、健康であたたかいまちをつくります（※３）

　一　働くことを喜び、活力のあるまちをつくります（※４）

　一　支えあいの輪を広げ、安全で安心なまちをつくります（※５）

【解説】
（前文）

　市民一人ひとりが、雄大な北アルプスの山々、先人の守り育てた田園、あふれるばかりの水と緑、

個性に満ちた歴史や文化、そして産業発展のバランスが取れた安曇野市で暮らしていくことの幸せ

と誇りを持つとともに、お互いの立場や気持ちを理解し、みんなでより愛される安曇野市を創って

いくという思いが込められています。

（本文）

（※１）｢かけがえのない美しい郷土に誇りを持ち、大切に思う心を育て、自然空間と生活空間が調和

　　　　した景観を守り、次代に伝えていくまちにしたい」という思いが込められています。

（※２）｢誰もが学習しあって教養を高め、情操を養い、地域活動にも積極的に参加しあい、未来を

　　　　見つめる広い視野に立って、より自分らしい力を蓄え、磨きあい、心豊かな幅広い知性を

　　　　育む人づくりをしていくまちにしたい」という思いが込められています。

（※３）｢地域や郷土、お互いを思いやる心を育て、みんなが心身ともに健やかで、愛情があふれる

　　　　まちにしたい」という思いが込められています。

（※４）｢働くことに生きがいを感じ、家庭や地域社会に役立つことに喜びと誇りを持ち、市全体の 

　　　　産業を育て、豊かで活力があり、より発展を続けるまちにしたい」という思いが込められ

　　　　ています。

（※５）｢奉仕、ふれあい、互助などの中で市民みんなが手を取り合って力を寄せ合い、家族や地域

　　　　のきずなを深め、市民一人ひとりの笑顔があふれ、安全で安心して暮らせるまちにしたい」

　　　　という思いが込められています。

　合併により誕生した安曇野市の効果的なＰＲと、市民の皆さんが新市(ふるさと)に誇りと愛着

心を持っていただくとともに、一体感を醸成するため、「市の花・木」「市民憲章」の制定を進めて

います。

　そこで市では、安曇野市総合計画審議会において市民の皆さんから寄せられたご意見をもとに

検討を重ね、選考しました「市の木・花」の候補と市民憲章（草案）に対し、市民の皆さんから

ご意見を募集します。

　市民の皆さんから寄せられたご意見を参考にして、同審議会で検討のうえ、市において最終案

を作成します。皆さんからのご意見をお待ちしています。

■募集期限　平成19年９月７日（金）＜郵送の場合は必着＞

■募集対象　市内に住所を有する人・事務所等を有する人・勤務する人・在学する人

■提出方法　次のいずれかの方法で提出してください。

（１）電子メール（ki-kikaku@city.azumino.nagano.jp）

（２）ＦＡＸ（72･1223）

（３）郵送（〒399-8205　安曇野市豊科4932-46　安曇野市役所企画政策課企画担当）

（４）直接持参（企画政策課：長野県安曇野庁舎４階）

　※様式は自由ですが、ご意見をお寄せいただく際には、必ず提出する人の「住所」「氏名（団体名）」

　 「電話番号」（以上は必須項目）を記載してください。必須項目の記載がないもの、また電話や

　　口頭での受付はいたしませんので、ご了承ください。

■意見等の取り扱い

　　お寄せいただいたご意見は、後日、市の考え方を整理したうえで、意見の募集結果として公

　表（住所・氏名等の個人情報を除く）させていただきます。

　　また、個々の意見に対して直接の回答はいたしません。「住所」「氏名（団体名）」「電話番号」

　の記載がない意見についても回答いたしませんので、あらかじめご了承ください。

■問い合わせ先　企画財政部　企画政策課　企画担当（℡：71･2000）

「市民憲章」「市の花・木」（案）に対する意見を募集します！

名　称 選　考　理　由

花

木

ワサビ

ケヤキ

・安曇野といえばワサビのイメージがある。

・日本一の生産量で、特産品でもある。

・清流のイメージがあり、白い小さい花が集まっていることから、合併に

　象徴的である。

⇒日本一のワサビの生産量を誇る安曇野市にふさわしい花である。

・大地にしっかり根を張り、枝幹を伸ばすケヤキの姿は、まさに安曇野市の

　発展を感じさせる。

・屋敷林、神社、街路樹など市内に植えられている。

・春の新芽、夏の緑陰、秋の紅葉、冬枯れの美しいシルエットは、四季の美しい

　安曇野にふさわしい。

⇒安曇野では屋敷林など市民に親しまれている。大地にしっかり根を張り、幹や

　枝は天に向かって堂々と伸びる姿から安曇野市の発展の象徴としてふさわしい

　木である。

アブラナ科
の日本原産
の多年草で
春に白色四
弁の小花が
開きます。

ニレ科の落
葉高木。山
地に多く自
生する。

「市の花・木」（候補）



　

　
飼
い
犬
を
迷
子
に
し
な
い
で
！

　
捨
て
な
い
で
！

　
市
に
は
、
最
近
、「
飼
い
犬
が
逃

げ
た
」「
迷
い
犬
を
保
護
し
て
い
る
」

な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
数
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
は
、
カ
ミ
ナ
リ

や
花
火
の
音
な
ど
、
突
然
の
大
き
な

音
に
驚
い
た
拍
子
に
思
わ
ぬ
力
を
出

し
、
ク
サ
リ
を
引
き
ち
ぎ
っ
た
り
、

首
輪
が
抜
け
た
り
し
て
一
目
散
に
飼

い
主
の
も
と
を
飛
び
出
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
、
首

輪
が
ゆ
る
ん
で
い
な
い
か
、
金
具
が

消
耗
し
て
い
な
い
か
、
ク
サ
リ
は
切

れ
な
い
か
な
ど
の
再
点
検
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
市
内
で
保
護
さ
れ
た

　
飼
い
犬
は
39
頭

　
４
月
は
12
頭
、
５
月
は
15
頭
、
６

月
は
12
頭
の
飼
い
犬
が
、
市
内
で
保

護
さ
れ
ま
し
た
。
市
に
寄
せ
ら
れ
た

迷
い
犬
の
情
報
は
、
５
地
域
で
共
有

さ
れ
、
幸
運
に
も
飼
い
主
の
も
と
へ

帰
れ
る
犬
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
広
報
を
行
っ
て
も
飼
い
主

が
現
れ
な
け
れ
ば
、
松
本
保
健
所
に

引
き
取
ら
れ
ま
す
。
迷
い
犬
の
情
報

は
松
本
保
健
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

写
真
付
き
で
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、

市
ま
た
は
松
本
保
健
所(

℡
40
・
１

９
４
３)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
首
輪
に
鑑
札
ま
た
は
名
札
な
ど
を

　
付
け
ま
し
ょ
う

　
法
律
で
は
、
犬
の
登
録
・
狂
犬
病

予
防
注
射
と
あ
わ
せ
、
飼
い
犬
に
身

元
の
表
示
を
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
表
示
の
な
い
犬
の
飼
い
主

の
皆
さ
ん
は
、
飼
い
犬
が
迷
子
に
な

っ
て
も
早
く
戻
れ
る
よ
う
に
、
鑑
札

ま
た
は
名
札
な
ど
を
必
ず
首
輪
に
付

け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
総
合
支
所
内

　
市
民
環
境
部
環
境
課
（
℡
82
・
３

　
１
３
１
内
線
２
１
１
）

　
ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　
昨
年
度
、
市
内
で
不
法
投
棄
さ
れ

た
ご
み
の
１
位
は
「
家
庭
ご
み
」
で

約
３
５
０
件
、
全
体
の
３
割
を
占
め

ま
す
。
次
に
電
化
製
品
、
廃
タ
イ
ヤ

と
続
き
ま
す
。
月
別
で
見
る
と
、
３

月
か
ら
５
月
に
不
法
投
棄
さ
れ
る
こ

と
が
最
も
多
く
、
次
い
で
12
月
に
投

棄
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
最
近
各
地
域
の
ご
み
集

積
所
で
は
、
分
別
不
足
の
家
庭
ご
み

が
、
深
夜
な
ど
時
間
外
に
無
記
名
で

出
さ
れ
た
り
、
粗
大
ご
み
の
投
棄
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
は
、
分
別

を
し
っ
か
り
行
い
、
決
め
ら
れ
た
日

に
、
所
定
の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
市
で
は
、
各
地
域
に
不
法
投
棄
監

視
連
絡
員
を
配
置
し
、
関
係
職
員
と

連
携
し
な
が
ら
監
視
活
動
と
回
収
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か

減
少
し
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ご
み

の
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
法
律
で

は
、
何
人
も
み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨

て
て
は
な
ら
ず
、
違
反
す
る
と
５
年

以
下
の
懲
役
、
も
し
く
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方
を

科
す
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
て
い
ま

す
。
美
し
い
安
曇
野
の
環
境
を
皆
さ

ん
と
守
る
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
総
合
支
所
内

　
市
民
環
境
部
環
境
課
（
℡
82
・
３

　
１
３
１
内
線
２
１
１
）
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道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
の

　
せ
ん
定
に
ご
協
力
を

　
８
月
は
、
国
土
交
通
省
が
定
め
る

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
で
す
。

　
私
た
ち
の
心
や
生
活
に
潤
い
を
与

え
て
く
れ
る
樹
木
も
、
伸
び
す
ぎ
て

道
路
に
は
み
出
す
と
、
歩
行
者
や
自

転
車
な
ど
の
通
行
の
妨
げ
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
交
通
事
故
の
原
因
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
誰
も
が
安
全
に
通

行
で
き
る
よ
う
に
、
ご
自
宅
な
ど
で

道
路
に
は
み
出
し
た
庭
木
や
生
け
垣

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
せ
ん
定
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
内

　
都
市
建
設
部
監
理
課
管
理
係

（
℡
72
・
３
１
１
１
）

　
果
樹
農
家
の
皆
さ
ん
へ

　
果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
が
始
ま
り
ま
す

　
平
成
19
年
度
か
ら
国
の
新
た
な
果

樹
対
策
と
し
て
「
果
樹
経
営
支
援
対

策
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
果
樹
経
営
の
担
い

手
や
産
地
を
支
援
し
、
地
域
ご
と
に

農
業
者
を
中
心
と
し
た
果
樹
産
地
協

議
会
を
設
立
し
、
果
樹
経
営
の
安
定

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
安
曇
野
市
で
は
、
あ
づ
み
農
業
協

同
組
合
、
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
農
業
協

同
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
、
産
地
協

議
会
が
組
織
さ
れ
、
果
樹
産
地
構
造

改
革
計
画
が
策
定
さ
れ
、
取
り
組
み

が
始
ま
り
ま
し
た
。
り
ん
ご
の
わ
い

化
や
指
定
さ
れ
た
果
樹
の
優
良
品
目
、

品
種
へ
の
改
植
、
園
地
内
の
整
備
な

ど
を
支
援
し
ま
す
。
事
業
の
詳
細
な

ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
三
郷
総
合
支
所
内

　
産
業
観
光
部
農
政
課
（
℡
77
・
３

　
１
１
１
）
ま
た
は
各
農
業
協
同
組

　
合

　
特
定
任
意
講
習
会

　
安
曇
野
交
通
安
全
協
会
三
郷
支
部

で
は
、
70
歳
未
満
の
運
転
免
許
更
新

者
を
対
象
と
し
た
特
定
任
意
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
時
　
８
月
31
日
（
金
）

・
受
付
　
午
後
６
時
30
分
～

・
開
始
　
午
後
７
時
～

■
場
所
　
三
郷
公
民
館
講
堂

■
対
象
者
　
免
許
証
更
新
期
間
が
平

　
成
19
年
９
月
１
日
～
平
成
20
年
２

　
月
29
日
の
人

※
70
歳
以
上
の
人
は
、
高
齢
者
講
習

　
が
必
要
な
た
め
対
象
外
で
す
。

■
持
ち
物
　
運
転
免
許
証
・
筆
記
用
具

■
受
講
料
　
１
、
７
０
０
円
（
当
日

　
持
参
）

■
問
い
合
わ
せ
　
安
曇
野
警
察
署
内

　
安
曇
野
交
通
安
全
協
会

（
℡
72
・
０
１
１
０
）
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●市県民税…………………………………………�（第２期）

●国民健康保険税……………………………………�（第２期）

●介護保険料…………………………………………�（8月分）

●水道料金…………………………………�（穂高･三郷地域）

●下水道使用料………………………�（豊科･堀金･明科地域）

●下水道受益者負担金(分担金）……………………�（第1期）

　　　＝納期限は8月31日（金）＝
※休日納付窓口は、９月２日（日）です。
　・各総合支所の窓口で市税・各種料金などの納付ができます。
※納税には､便利で納め忘れのない口座振替（自動振込）をおすす
　めしています。

せ

ら

知

お

住宅の無料耐震診断を
　　　受け付けています

　市では、住宅の耐震診断（無料）

を行っています。診断は、市が派遣

する「長野県木造住宅耐震診断士」

として登録されている建築士が行い

ます。本年度の予定件数までにまだ

余裕がありますので、診断を希望さ

れる場合はお申し込みください。

■耐震診断の対象となる住宅

　市内で現に居住している次の要件

すべてに該当する住宅です。

○昭和56年5月31日以前に着工され

　た住宅

○木造在来工法の住宅（ツーバイフ

　ォー工法や非木造住宅は含まれま

　せん）

○長屋および共同住宅以外の個人所

　有の住宅

■耐震診断の申し込み方法

　豊科総合支所内建築住宅課に備

え付けの申出書に必要事項を記入

の上、ご提出ください。なお、申

出書は安曇野市ホームページから

もダウンロードできます。

　受け付けは随時行っていますが、

予定件数になり次第終了となります。

■申し込み・問い合わせ

　豊科総合支所内

　都市建設部建築住宅課住宅係

（℡72・3111）

8月の納期



　
第
８
回

　
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

　
戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
様
に
支
給

さ
れ
る
、
第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請

求
期
限
は
、
平
成
20
年
３
月
31
日
ま

で
で
す
。

　
対
象
の
皆
さ
ん
に
は
、
旧
町
村
か

ら
ご
案
内
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
お

住
ま
い
の
地
域
の
総
合
支
所
福
祉
係

へ
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
豊
科
総
合
支
所
福
祉
係(

℡
72
・
３
１
１
１)

　
穂
高
総
合
支
所
福
祉
係(

℡
82
・
３
１
３
１)

　
三
郷
総
合
支
所
福
祉
係(

℡
77
・
３
１
１
１)

　
堀
金
総
合
支
所
福
祉
係(

℡
72
・
３
１
０
６)

　
明
科
総
合
支
所
福
祉
係(

℡
62
・
３
０
０
１)

　
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係(

℡
81
・
１
６
２
２)

　
福
祉
の
職
場
説
明
会

　
長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人

材
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
の
職

場
に
就
職
を
希
望
す
る
人
、
福
祉
の

職
場
や
資
格
な
ど
に
つ
い
て
知
り
た

い
人
な
ど
を
対
象
に
、
福
祉
の
職
場

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

■
場
所
　
ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ

　
　
　
　
グ
ラ
ン
デ
（
３
階
）

■
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
な
お
、
駐
車
場
が
少
な
い

　
た
め
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
長
野
県
社
会
福
祉

　
協
議
会
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
２
６
・
２
２
６
・
７
３
３
０)

　
新
潟
中
越
沖
地
震
被
災
者

　
救
援
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
７
月
16
日
に
発
生
し
た

新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
被
災
者
救
援

の
た
め
に
各
庁
舎
に
募
金
箱
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、「
平

成
19
年
新
潟
中
越
沖
地
震
義
援
金
」

と
し
て
日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部

に
送
金
す
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
募
金
箱
設
置
場
所
　

　
市
役
所
本
庁
舎
・
各
総
合
支
所

　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
部
総
務
課

（
℡
71
・
２
０
０
０
）

　
精
神
保
健
福
祉
相
談
会

　
精
神
障
害
者
憩
い
の
家
「
野
の
花
」

で
は
、
心
の
病
気
な
ど
で
お
困
り
の

人
、
ご
家
族
の
た
め
の
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
９
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

■
相
談
内
容

・
福
祉
制
度
の
活
用

・
デ
イ
ケ
ア
や
社
会
福
祉
施
設
の
利
用

・
精
神
保
健
福
祉
医
療

・
就
労
や
住
居
そ
の
他
生
活
上
の
さ

　
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
つ
い
て

■
相
談
担
当
者
　

　
精
神
保
健
福
祉
士
・
保
健
師

　
行
政
担
当
者
・
家
族
相
談
員

■
そ
の
他
　
事
前
の
予
約
な
ど
は
必

　
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
　
精
神
障
害
者
憩
い

　
の
家
「
野
の
花
」
（
穂
高
総
合
支

　
所
西
別
棟
）
※
時
間 

午
後
１
時

　
～
５
時
（
℡
82
・
３
１
３
１
内
線

　
１
８
２
）
ま
た
は
穂
高
健
康
支
援

　
セ
ン
タ
ー
内
社
会
福
祉
課
障
害
福

　
祉
係
（
℡
81
・
０
７
２
４)

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

本　庁　舎（　71・2000）豊科総合支所（　72・3111）穂高総合支所（　82・3131）

三郷総合支所（　77・3111）堀金総合支所（　72・3106）明科総合支所（　62・3001）

情報ボックス
Information Box

広報あづみの　お知らせ版

　
安
曇
野
市
環
境
基
本
計
画
策
定
委

員
会
で
は
、
森
の
探
検
隊
と
称
し
、

森
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
森
に
つ
い
て
考
え
る

「
あ
づ
み
野 

環
境
塾
」
を
開
催
し

ま
す
。
森
の
中
を
散
策
し
な
が
ら
、

現
状
・
課
題
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
と
お

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
９
月
１
日
（
土
）

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時(

小
雨
決
行)

※
当
日
は
、
堀
金
総
合
支
所
前
に
集

　
合
し
、
市
の
バ
ス
で
回
り
ま
す
。

■
内
容
　

　
あ
づ
み
野
の
森
め
ぐ
り
（
長
野
県

　
烏
川
渓
谷
緑
地 

森
林
エ
リ
ア
・

　
信
濃
路
自
然
歩
道
）
、
安
曇
野
市

　
天
蚕
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
巡
り
ま
す
。

※
昼
食
は
、
ビ
フ
穂
高
で
と
り
ま
す
。

■
対
象
　
小
学
生
以
上
の
市
内
居
住

　
者
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

　
人
■
参
加
費
　
１
、０
０
０
円

（
保
険
料
・
昼
食
代
な
ど
）

■
募
集
人
数
　
先
着
30
人

■
申
し
込
み
方
法
　
８
月
13
日
（
月
）

　
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
電
話
で
申

　
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
そ
の
他
　
未
舗
装
路
を
歩
き
ま
す

　
の
で
、
歩
き
や
す
い
靴
、
服
装
で

　
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
当

　
日
徴
収
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
穂
高
総
合
支
所
内

　
市
民
環
境
部 

環
境
課

（
℡
82
・
３
１
３
１
内
線
２
１
１)
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相

談

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Information
年金時効特例法が成立しましたBOX

　年金時効特例法が平成19年7月6日から施行されました。これにより、年金記録の訂正によ

る増額分は、時効により消滅した分を含めて、ご本人または遺族の人へ全額が支払われます。

　今までは、年金記録が訂正された結果、年金が増額した場合でも、時効消滅により直近

の5年間分の年金に限って支払われていました。しかし、これからは時効消滅部分も含め全

期間にさかのぼって、ご本人または遺族の人へ全額が支払われます。詳しくは、社会保険

庁ホームページをご覧いただくか、お近くの社会保険事務所または、「ねんきんダイヤル」

（℡0570・05・1165）へお問い合わせください。

　社会保険庁ホームページ　http://www.sia.go.jp/▼

身近な生きもの情報 募集中！

あ
づ
み
野
環
境
塾
～
み
ん
な
で
あ
づ
み
野
の
環
境
を
考
え
よ
う
～
　
第
４
弾

あ
づ
み
野 

森
の
探
検
隊
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

涼風が吹く森を散策します

　環境基本計画策定委員会では、4月から市内の自然をより詳しく知るため、市民の皆さんから

「身近な生きもの」の情報を集め、資料を作成する「身近な生きもの調査」を行っています。これ

までに寄せられた主な情報をお知らせします。

■報告された種　24種類　（調査対象種　33種類）

■分類別�〈植物〉シナノタンポポ・バイカモなど　〈水生生物〉ホウネンエビ・ドジョウなど

� 〈昆虫〉ツマグロヒョウモン・ギンヤンマなど　〈鳥〉ツバメ・カッコウなど

� 〈小動物〉トノサマガエル・キツネなど

　　いよいよ夏休みも後半、昆虫がたくさん野山に出ています。親子で探しに出掛けてみませんか。

　皆さんからの情報をお待ちしています。調査手引きの冊子は、各総合支所・主な公共施設にあり

　ます。また、下記のホームページからダウンロードできます。

【夏休みに出会える生きもの（代表的な種類）】

　◇カブトムシ…雑木林や川のヤナギなど　◇ヒグラシ…雑木林やアカマツの林

　◇トノサマバッタ…田んぼや畑、草原、川の堤防、河原など

　サワガニやカジカなど水中の生き物も、今の時期は観察しやすくなります。

また、コウモリも夕方になると飛び回り、餌をとっている様子が観察できます。

調査していただいたデータは、各総合支所備え付けのはがき、あるいはホー

ムページから用紙をダウンロードして、EメールもしくはFAX、郵送等でお

送りください。

■ホームページ　http://www.azumino-ecoplan.net/ikimono/index.html

■問い合わせ　穂高総合支所内市民環境部環境課（℡82・3131内線211  FAX82・6622）

　Eメール　kankyou@city.azumino.nagano.jp



　
松
本
広
域
連
合
消
防
職
員
（
初
級
）

　
来
年
４
月
に
採
用
予
定
の
松
本
広

域
連
合
消
防
職
員(

初
級)

の
採
用
資

格
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
試
験
区
分
　
初
級
消
防

■
受
験
資
格
　
昭
和
59
年
４
月
２
日

　
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

　
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業

　
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
。
た
だ

　
し
、
４
年
制
大
学
お
よ
び
卒
業
予

　
定
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

■
採
用
予
定
人
員
　
若
干
名

■
１
次
試
験
　
９
月
16
日
（
日
）

■
試
験
会
場
　
松
本
広
域
消
防
局

■
受
験
申
し
込
み
　
松
本
広
域
連
合

　
事
務
局
（
松
本
市
役
所
大
手
事
務

　
所
６
階
）
へ
、
本
人
が
試
験
申
込

　
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
期
間
　

　
８
月
17
日
（
金
）
～
23
日
（
木
）

（
土
・
日
の
受
付
も
可
）

■
試
験
案
内
・
申
込
用
紙
　
広
域
連

　
合
事
務
局
、
消
防
局
、
各
消
防
署
、

　
市
役
所
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

　
に
あ
り
ま
す
。
案
内
は
、
松
本
広 

　
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

　
に
な
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
〒
３
９
０-

０
８
７
４

　
松
本
市
大
手
３
丁
目
８
番
13
号

　
松
本
市
役
所
大
手
事
務
所
６
階

　
松
本
広
域
連
合
事
務
局 

総
務
課

　
　
　
　
　
　
（
℡
34
・
３
２
５
０
）

　
穂
高
公
民
館 

初
め
て
の
オ
ペ
ラ
講
座

　
～
オ
ペ
ラ
入
門
い
ろ
い
ろ
～

　
ふ
と
耳
に
す
る
音
楽
の
中
に
は
実

は
オ
ペ
ラ
出
身
の
曲
が
、
数
多
く
あ

り
ま
す
。
身
近
な
オ
ペ
ラ
曲
を
再
発

見
し
、
オ
ペ
ラ
を
楽
し
む
た
め
の
見

所
、
聴
き
所
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

■
日
時
　
８
月
31
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
場
所
　
穂
高
会
館
第
２
会
議
室

■
講
師
　
久
保 
直
子
さ
ん

（
ガ
レ
リ
ア
座
所
属
・
音
楽
家)

■
対
象
　
市
内
在
住
の
人

■
参
加
料
　
２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
方
法
　
８
月
13
日
（
月
）

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
８
月
24
日
（
金
）

　
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
穂
高
教
育
課
（
℡
82
・
５
０
７
０)

　
豊
科
公
民
館
教
養
講
座

　
夕
涼
み
セ
ミ
ナ
ー
特
別
企
画

　
豊
科
公
民
館
で
は
、
上
田
市
の
塩

田
平
へ
の
旅
を
通
し
て
、
み
ん
な
で

語
り
合
い
、
交
流
す
る
夕
涼
み
セ
ミ

ナ
ー
特
別
企
画
を
行
い
ま
す
。

　
元
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

専
門
主
事
・
西
牧
尚
人
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
て
、
塩
田
平
の
有
名
な
三
重

塔
を
訪
ね
る
バ
ス
の
旅
で
す
。

■
日
時
　
９
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
８
時
～
午
後
４
時

■
場
所
　
上
田
市
塩
田
平

（
大
法
寺
・
安
楽
寺
・
前
山
寺
・
中
禅
寺)

■
定
員
　
　
30
人

■
参
加
費
　
８
０
０
円

■
申
し
込
み
方
法
　
８
月
27
日
（
月
）

　
の
午
前
９
時
か
ら
豊
科
公
民
館
窓

　
口
で
、
整
理
券
を
１
人
１
枚
配
布

　
し
ま
す
。
ま
た
、
同
日
の
午
前
10

　
時
か
ら
豊
科
公
民
館
大
会
議
室
で
、

　
整
理
券
と
引
き
換
え
に
公
開
抽
選

　
を
行
い
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
選
し
た
場
合
は
、
参
加
費

　
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
公
民
館

（
℡
72
・
２
１
５
８
）
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広報あづみの　お知らせ版

　
三
郷
公
民
館
講
座

　
三
郷
の
仏
像
巡
り

　
長
野
県
文
化
財
保
護
協
会
理
事
の

宮
島
佳
敬
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

三
郷
地
域
を
中
心
と
す
る
仏
像
に
つ

い
て
学
び
、
実
際
に
寺
院
を
巡
る
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
に
知
識
を

蓄
え
て
か
ら
仏
像
を
見
れ
ば
、
新
た

な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

▼
第
１
回

■
日
時
　
９
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
５
時

■
内
容
　
三
郷
地
域
の
仏
像
の
実
態
・

　
特
色
・
い
わ
れ
な
ど
に
つ
い
て
学

　
び
ま
す
。（
講
義
形
式
）

■
場
所
　
三
郷
公
民
館
２
階
講
義
室

 

▼
第
２
回

■
日
時
　
10
月
18
日
（
木
）

　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
内
容
　
三
郷
地
域
の
寺
院
を
巡
り
、

　
仏
像
を
見
学

■
集
合
　
三
郷
公
民
館
前

■
対
象
　
第
１
回
ま
た
は
５
月
に
開

　
催
さ
れ
た
三
郷
郷
土
研
究
会
に
参

　
加
さ
れ
た
人

■
定
員
　
30
人
程
度

■
持
ち
物
　
昼
食
・
筆
記
用
具

■
そ
の
他
　
詳
細
は
初
回
開
催
時
に

　
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

第
１
回
　
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

　
せ
ん
。
当
日
時
間
ま
で
に
会
場
ま

　
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
２
回
　
申
し
込
み
方
法
は
、
初
回

　
開
催
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
三
郷
公
民
館
（
℡
77
・
２
１
０
９)

　
穂
高
公
民
館 

ふ
る
さ
と
体
験
学
習

　
フ
ィ
ー
ル
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

　
自
然
や
文
化
を
体
で
感
じ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
楽
し
い
活
動
で
す
。
第

２
回
の
隊
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

■
活
動
内
容
　
「
ま
ち
は
ア
ー
ト
！ 

　
文
化
財
と
ア
ー
ト
作
品
の
ウ
ォ
ー

　
ク
ラ
リ
ー
」
身
近
な
ア
ー
ト
を
発

　
見
す
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
。
意
外

　
な
野
外
彫
刻
や
芸
術
家
と
ゆ
か
り

　
の
あ
る
場
所
を
め
ぐ
り
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
主
な
会
場
　
穂
高
会
館

■
対
象
　
小
学
校
４
～
６
年
生

■
定
員
　
25
人

■
申
し
込
み
受
付

　
８
月
13
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分

　
か
ら
８
月
27
日
（
月
）
ま
で
の
間

　
に
、
穂
高
会
館
内
穂
高
教
育
課
ま

　
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
申
し
込
み
の
あ

　
っ
た
人
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
穂
高
教
育
課(

℡
82
・
５
９
７
０)

　
高
所
作
業
車
運
転
技
能
講
習

　
安
曇
野
市
商
工
会
で
は
、
公
的
資

格
が
取
得
で
き
る
高
所
作
業
車
運
転

技
能
講
習
会
（
学
科
・
実
技
）
を
行

い
ま
す
。

■
日
程
　
９
月
15
日（
土
）・
16
日（
日)

　
　
　
　
の
２
日
間

※
両
日
と
も
に
午
前
８
時
30
分
～

　
午
後
５
時

■
場
所
　
明
科
公
民
館

■
定
員
　
30
人

■
申
し
込
み
期
限
　
８
月
31
日
（
金
）

※
詳
細
は
安
曇
野
市
商
工
会
ま
で
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
安
曇
野
市
商
工
会
（
℡
87
・
９
７
５
０)

上級救命講習会　～いざというときのために～

　平成16年７月から一般市民にも使用が認められたＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用方

法を含む基本的な救命手当のほか、ケガや急病の際に役立つ知識と技術を学ぶことができま

す。もしものとき、救急車が来るまでに適切な応急手当ができるかどうかが、「人の命」を救

うカギとなります。この機会に講習会へ参加してみませんか。

■日時　８月26日（日）　午前９時～午後５時

■場所　堀金総合体育館（堀金総合支所東隣）

■定員　30人（先着順）

■申し込み期限　前日8月25日（土）まで受け付けます。（定員になり次第締め切ります）

■申し込み・問い合わせ　豊科消防署（℡72・3145）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Information
BOXあづみ野ランド　健康教室

　あづみ野ランドでは、９月から始まる健康教室の参加者を募集します。

　アクアビクス火曜日コース（全15回）

　・開催日　９月４日（火）～12月18日（火）の間の火曜日

　アクアビクス金曜日コース（全15回）

　・開催日　９月７日（金）～12月21日（金）の間の金曜日

■各教室共通事項　

　・定員　40人・受講料　3,000円・使用料（毎回）600円　※入浴料込みです。

■申し込み方法　８月25日（土）の午後１時30分から電話であづみ野ランドへお申し込みください。

■申し込み・問い合わせ　あづみ野ランド（℡82・0256）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Information
BOX

▼
▼

募

集
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堀
金
公
民
館

　
ふ
る
さ
と
常
念
の
里
講
座

　
堀
金
公
民
館
で
は
、
毎
年
地
域
の

歴
史
や
文
化
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
人
々

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
「
ふ
る
さ
と

常
念
の
里
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
松
本
市
美
術
館
学
芸

員
の
大
竹
永
明
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

て
堀
金
出
身
の
４
人
の
芸
術
家
に
つ

い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
す
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

■
場
所
　
堀
金
公
民
館
２
階
講
義
室

■
講
師
　
大
竹 

永
明
さ
ん

　
　
　
（
松
本
市
美
術
館
学
芸
員
）

■
演
題
　

　
「
松
本
平
の
近
代
美
術
」

　
　
堀
金
出
身
の
魅
力
あ
る
４
人

　
　
・
臼
井 

文
平
・
山
口 

蒼
輪

　
　
・
浅
川 

喜
美
代
・
本
郷 

大
二

■
受
講
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
　
堀
金
公
民
館

（
℡
72
・
５
７
９
６
）

　
自
然
観
察
会

　
～
自
然
観
察
の
ス
ス
メ
　
８
月
編
～

　
中
高
年
を
対
象
と
し
た
自
然
観
察

会
を
開
催
し
ま
す
。
県
営
烏
川
緑
地

を
歩
き
、
い
ろ
い
ろ
な
自
然
観
察
の

楽
し
み
方
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
８
月
22
日
（
水
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

■
場
所
　
県
営
烏
川
渓
谷
緑
地

■
講
師
　
三
郷
公
民
館
職
員
・
公
園

　
ス
タ
ッ
フ
な
ど

■
参
加
方
法
　
申
し
込
み
の
必
要
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。
現
地
集
合
・
現
地

　
解
散
に
な
り
ま
す
。

　
　
当
日
の
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
、

　
烏
川
渓
谷
緑
地
環
境
管
理
棟
駐
車

　
場
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
雨
天

　
の
場
合
は
、
環
境
管
理
棟
で
座
学

　
を
行
い
ま
す
。

■
持
ち
物
な
ど
　
軽
食
・
水
筒
・
山

　
歩
き
に
適
し
た
服
装
（
長
ズ
ボ
ン
・

　
運
動
靴
・
ナ
ッ
プ
サ
ッ
ク
）

※
双
眼
鏡
や
カ
メ
ラ
、
図
鑑
が
あ
る

　
場
合
は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
三
郷
公
民
館
内
三
郷
教
育
課

（
℡
77
・
２
１
０
９
）

　
第
２
回

　
し
あ
わ
せ
で
す
か
？  

私
達
の
心
は
…

　
あ
な
た
は
高
齢
期
を
ど
う
生
き
ま
す
か
？

　
市
と
安
曇
野
地
域
住
民
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
福
祉
部
会
で
は
、
高
齢
期
の
生

き
が
い
や
長
寿
社
会
に
つ
い
て
語
り

合
う
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
元
松
本
短
期
大
学
学
長
の
山
崎
健

治
先
生
を
囲
ん
で
、「
高
齢
期
の
生
き

方
」
に
つ
い
て
皆
さ
ん
で
語
り
合
い

ま
せ
ん
か
。気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
８
月
26
日
（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場
　
所
　
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
参
加
費
　
３
０
０
円
（
学
生
無
料
）

■
そ
の
他
　
事
前
の
申
し
込
み
な
ど

　
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
安
曇
野
地
域
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
福
祉
部
会 

中
槇
さ
ん
（
℡
73
・

　
３
２
１
９
）
ま
た
は
穂
高
健
康
支

　
援
セ
ン
タ
ー
内
社
会
福
祉
課

（
℡
81
・
０
７
１
６)

　
県
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
場
と
し
て
、
相
互
交
流
を
深

め
た
り
健
康
で
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ

イ
フ
の
実
現
に
役
立
て
る
よ
う
県
民

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０

７
を
開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
大

会
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
21
日
（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
会
場
　
松
本
平
広
域
公
園
ほ
か

▼
県
大
会
競
技
の
部
（
15
種
目
）

　
陸
上
競
技
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

　
ペ
タ
ン
ク
・
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
・
フ

　
ッ
ト
サ
ル
・
小
学
生
相
撲
・
キ
ン

　
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
綱
引

　
き
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ゲ

　
ー
ト
ボ
ー
ル
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

　
フ
・
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
・
ふ

　
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
イ
ン
デ
ィ

　
ア
カ

※
地
区
予
選
会
種
目
（
ソ
フ
ト
ボ
ー

　
ル
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
マ
レ
ッ
ト

　
ゴ
ル
フ
）
以
外
は
、
事
務
局
へ
直

　
接
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
の
部
（
７
種
目
）

　
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
、
ス
ナ

　
ッ
グ
ゴ
ル
フ
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

　
ス
ク
、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
、
イ
ン

　
デ
ィ
ア
カ
、
ペ
タ
ン
ク
、
キ
ン
ボ

　
ー
ル

※
当
日
参
加
可
能
で
す
。

■
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
イ
ベ
ン
ト

　
Ｊ
リ
ー
グ
入
り
を
目
指
す
Ａ
Ｃ

　
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
、
松
本
山
雅

　
Ｆ
Ｃ
の
選
手
を
招
い
て
の
ふ
れ

　
愛
タ
イ
ム

■
そ
の
他

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
体
験
コ
ー
ナ

　
ー
や
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

　
ま
す
。

■
県
大
会
申
し
込
み
期
限

　
　
９
月
19
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
教
育
委
員
会
事
務
局

　
ス
ポ
ー
ツ
課
内
実
行
委
員
会
事
務
局

（
℡
０
２
６
・
２
３
５
・
７
４
４
９

　
Fax
０
２
６
・
２
３
５
・
７
４
７
６
）

　
Ｅ
メ
ー
ル

　s
p
o
rts
-k
a
@
p
re
f.n
a
g
a
n
o
.jp

※
詳
細
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　h
ttp
://w
w
w
.p
re
f.n
a
g
a
n
o
.jp
/

　k
y
o
u
ik
u
/ta
iik
u
/k
e
n
sp
o
2
0
0

　7
.h
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本　庁　舎（　71・2000）豊科総合支所（　72・3111）穂高総合支所（　82・3131）

三郷総合支所（　77・3111）堀金総合支所（　72・3106）明科総合支所（　62・3001）

情報ボックス
Information Box

広報あづみの　お知らせ版

夏期特別展「絵地図で旅する安曇野」ギャラリートーク

安曇野アートライン

　夜のミュージアム　共同開催

　安曇野市豊科郷土博物館では、現在開催中の「絵地図で旅する安曇野」展のギャラリー

　トークを開催します。見て・感じるだけでも楽しい絵地図ですが、描かれた時代背景や、

　鑑賞のポイントなどが分かればより理解が深まり、時代を超えた旅が楽しめます。

■日　時　８月19日（日）�第１回目　午前10時～

� 第２回目　午後２時～

■会　場　豊科郷土博物館　※入館料が必要です。

◆入館料　大人　300（240）円　小中学生150（120）円

　　　　　※（ ）内は20人以上の団体料金

■問い合わせ　豊科郷土博物館（℡72・5672）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Information
BOX

催

し

　安曇野アートライン推進協議会では、真夏の安曇野の夜を楽しむと同時に、普段、美術館・

博物館に来られない皆さんにも気軽に施設を利用してもらおうと「夜のミュージアム」を共同

開催します。各館が、夜間の開館とともに工夫を凝らしたイベントを開催します。

　虫の声に耳を澄まし、夜空の星を見つめ、アートに囲まれてみませんか？

■共同開催日　８月24日（金）・25日（土）（ただし、一夜だけの館や日程が異なる館あり）

■共同開催時間　午後５時30分～９時（各館によって延長または縮小あり）

■実 施 施 設　豊科近代美術館（８月24日：ジャズレコードコンサート／25日：夜間開館）

　　　　　　　　田淵行男記念館（８月24日・25日：ライトトラップ（夜間の昆虫観察会）

■共同開催するアートライン加盟館

・安曇野ジャンセン美術館・絵本美術館 森のおうち・池田町立美術館・安曇野ちひろ美術館

・市立大町山岳博物館・白馬三枝美術館・ラフォーレ白馬美術館

※このほか安曇野アートライン加盟館以外で、趣旨に賛同していただける施設でも共同開催を

行います。市内でも下記の館が参加しています。

　　豊科郷土博物館（８月24日夜間開館・25日安曇野夜話～昔話と絵地図～）

　　あづみ野ガラス工房

■問い合わせ　各館にお問い合わせください。

▼
▼

な
が
あ
きぶ

ん
ぺ
い

き
　
み
　
よ

だ
い
じ

そ
う
り
ん
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昨
年
ま
で
安
曇
野
の
夏
を
彩
っ
た

安
曇
野
水
郷
明
科
大
花
火
大
会
が
、

今
年
か
ら
安
曇
野
花
火
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
色
と
り

ど
り
の
花
火
や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど

約
２
、
０
０
０
発
の
花
火
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
花
火
を
見
な
が
ら
素
晴
ら

し
い
夏
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
14
日
（
火
）

　
（
雨
天
順
延
の
場
合
８
月
16
日（
木
）)
　
　
　
　
午
後
８
時
打
ち
上
げ
開
始

■
場
所
　

　
安
曇
野
市
明
科
犀
川
河
川
敷
内

　
御
宝
田
遊
水
池
西
側

※
大
王
わ
さ
び
農
場
駐
車
場
か
ら
シ

　
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
近
隣
駐
車
場
（
下
図
参
照
）
の
混

　
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
で
き
る
限

　
り
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
ご
利
用

　
く
だ
さ
い
。

■
交
通
規
制

　
当
日
は
、
交
通
規
制
（
主
な
交
通

　
規
制
は
下
図
参
照)

を
行
い
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

　
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

編集・発行　安曇野市企画財政部まちづくり推進課広報広聴係
〒399－8205 長野県安曇野市豊科4932－46 TEL 71・2000  FAX 72・1223
印刷　(有）安曇印刷

次回発行…広報あづみの8月22日（水）

安曇野花火大会駐車場案内および交通規制

関係者以外進入禁止

花火打ち上げ場所

車両進入禁止15:00～22:30

車両進入禁止18:00～22:30

明科建材

至松本 至長野

御宝田グランド
犀
川
橋

大
町
明
科
線

至
大
町

国道19号

虹鱒
モニュメント

犀　　川

県水産試験場 公民館

龍門渕公園

明科駅

あやめ公園

ちくま精機

陸郷穂高線

明科総合支所

第１回 安曇野花火大会

安曇野の夜空を彩る
　　 新たな夏の風物詩

■問い合わせ　安曇野花火実行委員会事務局【三郷総合支所内産業観光部商工観光課】（℡77・3111）

８／14（火）　【雨天の場合 ８／16（木）】

イベント情報 Azumino Fireworks Festival 


